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「Playful Spirit」でチャレン
ジして「HoｗとWe」で思考
する。ゼミ生のパフォーマン
スと併せて元気で積極的な学
生の姿を表現されています。

「生活費の切り詰めは食費が
No.1」「しっかり食事を取るよ
うに、家でもお話ししてくださ
い。」専務が語られています。

「サーフェスのカメ
ラはどう使うの？」
「授業の板書はカメ
ラで撮れる？」PC
ブースで具体的な質
問が出ています。
共済ブースでも具体
的な質問が多く出さ
れていました。

目的/概要
学生委員会不在のキャンパスで、大学教授とゼミ生が大学
で学ぶことの楽しさを語り、学生会からは回生別で変化す
る生活スタイルが語られています。
上記で語られた内容を生協からは学調データの数値で裏付
けし、それらをサポートする生協からの提案へとつなげら
れている、とても入学が待ち遠しくなるような内容でした。

コンテンツ
①在学生が伝えたい同女の魅力(上田ゼミ、学生会)
②今どきの学生事情(生協堂免専務)
③生協、共済加入・ミール提案・PC提案・教科書販売
英語講座、電子辞書(各10分程度)

④ミール体験
⑤個別ブース対応

01

専務が今どきの学生像を数字で紐解き、
各職員から生協の提案がなされています。

同女の魅力を学調データの数字で裏付けされ「コト」
提案がされています。

堂免専務から、同女生の「懐具合」「勉強・日常生活」「意
識」というくくりで数値が紹介され、各生協職員からの「コ
ト」提案へとつなげられています。特に体験型学び講座の提
案は、昨年行われた内容からさらに洗練され、聞き手にとっ
て判りやすい提案へと進化されていました。

02

教授が学ぶ楽しさを語り、学生が課外含
めた生活全般を語る「同女の魅力」

現代社会学部の上田教授から、「大学の授業は聞くだけでは
つまらない。学んだことを表現して自らに定着させる。」
「どうすればできるのか？誰とすればできるのか？」「自分
で限界を作らず失敗を恐れずチャレンジしてほしい。」とい
うエールが送られました。学生会の皆さんから同一学生の1回
生と3回生での時間割を比較して、生活スタイルの変化を具体
的に説明されていました。また大学周辺の下宿事情にも触れ
られていました。

03
ミール体験後の個別相談会も
たくさん来場がありました。

各ブースでいろんな質問が投げかけられています。

2019/04/02 1/1

関西北陸ブロック
事務局職員

[ 関野・竹田 ]

訪問者からひとこと

一気通貫とはまさにこの事。様々な立場の人や団体が関わ
る中で、「大学生活を有意義に過ごしてほしい。」という
思いが結実した説明会でした。

同志社生協
同志社女子大学京田辺校地

入学準備説明会
基本データ

日時：2019/2/24(日) 10:00～14:00

場所：京田辺校地 知徳館

運営体制：学生会7名(？)、生協職員10名（？）

参加者：143名、70家族 新入生69名 保護者74名

「失敗を恐れずチャレンジしよう」

「ビッグシスター制度」(センター
制度)や回生別の1日の流れを比較
しながら生活スタイルを紹介され
ています。大学生は忙しいので計
画性をもって日々を過ごそうと提
案されています。

同女で自転車点検開催予定です。

ミールでしっかり食べよう。

一番盛況なのはPCブースでした。サーフェスのメリットデメ
リット、看護関係の学生さんはMacがいいかも…ツールとして
PCをどのように活用するのか？といった質問が多く見受けら
れました。説明会の内容が判りやすく、大学生活をイメージ
しやすいものだからこそ、具体的な質問が投げかえられてい
ると感じました。


